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見
立
絵
本
『〔
道
化
生
花
〕』
に
つ
い
て

高

橋

則

子

大
阪
大
学
附
属
図
書
館
忍
頂
寺
文
庫
蔵
『〔
道
化
生
花
〕』（
請
求
番
号
Ｈ
‐

）
に

17

つ
い
て
、
以
下
の
順
序
に
従
っ
て
述
べ
る
。

一
、
解
題

二
、
写
真
版

三
、
翻
刻

四
、
注
釈

五
、
考
察

一
、
解
題

○
表
紙

後
の
も
の
。
薄
茶
色
無
地
。
縦
十
五
．
八
㎝
×
横
十
一
．
四
㎝
。
小
本
。

○
題
簽

な
し
。

○
構
成

序
（
一
丁
半
）、
本
文
（
二
十
七
丁
。
但
し
半
丁
に
図
版
、
半
丁
に
そ
の

説
明
）、
奥
付
（
半
丁
）。

○
序
末

「
安
永
七
つ
の
と
し

あ
ら
た
ま
る
春

酒
楽
斎
書

美
農
」。

○
内
題

な
し
。

○
柱
記

な
し
。
丁
付
け
の
み
。

○
丁
付

序
に
「
序
」、
本
文
に
「
壱
〜
廿
七
」。

○
著
者

酒
楽
斎
瀧
麿
か
。

○
匡
郭

な
し
。
字
高
縦
十
三
．
二
㎝
×
横
八
．
〇
㎝
。

○
奥
付

「
安
永
七
戊
戌
年

江
戸
橋
四
日
市
広
小
路

竹
川
藤
助
」

○
蔵
書
印

静
村
文
庫
（
忍
頂
寺
務
）。

本
書
は
『
国
書
総
目
録
』
に
は

見
立
花
づ
く
し

み
た
て
は
な
づ
く
し

一
冊

著

洒
落
斎

成

安
永
七
刊

版

阪
大

と
あ
る
。
ま
た
、

道
化
生
花

ど
う
け
い
け
ば
な

一
冊

類

花
道

著

洒
落
斎

成

安
永

七
刊

版

栗
田
・
村
野

と
あ
る
本
も
、
本
書
と
の
関
係
を
推
測
さ
せ
る
が
、
栗
田
元
次
旧
蔵
書
、
村
野
時
哉
旧

蔵
書
は
、
ど
ち
ら
も
現
在
不
明
で
あ
り
、
確
認
で
き
な
い
。
日
本
書
誌
学
大
系
８
『
書

誌
学
の
発
達
』（
昭
和
五
四
年
刊
・
一
九
七
九
）
所
収
「
栗
田
文
庫
善
本
書
目
」
に
は

記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

国
文
学
研
究
資
料
館
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
『
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
』
に
は
、「
見
立

花
づ
く
し
」
は
作
者
が
「
洒
楽
斎
（
洒
落
斎
）」、
安
永
七
年
刊
、
阪
大
蔵
と
さ
れ
、
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ま
た
「
見
立
花
く
ら
べ
」
は
作
者
が
「
謡
東
斎
」、
安
永
七
年
成
立
、
阪
大
忍
頂
寺
文

庫
の
請
求
番
号
Ｈ
‐

の
本
書
に
リ
ン
ク
さ
れ
て
い
る
。「
道
化
生
花
」
は
、
作
者
が

17

「
洒
楽
斎
」、
安
永
七
年
刊
で
、
粟
田
、
村
野
に
版
本
所
蔵
と
記
さ
れ
る
。

現
在
所
見
に
及
ん
だ
個
人
蔵
の
も
う
一
本
は
、
栗
田
・
村
野
に
蔵
さ
れ
て
い
た
も
の

と
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
。
書
誌
を
記
す
。

○
表
紙

原
の
も
の
。
縹
色
無
地
。
縦
一
五
．
九
㎝
×
横
一
一
．
四
㎝
。
小
本
。

○
題
簽

後
の
も
の
。「
花
つ
く
り

安
永
七
年
」
と
墨
書
。

○
構
成
〜
奥
付

大
阪
大
学
忍
頂
寺
文
庫
本
と
同
。

○
蔵
書
印

林
若
樹
、
古
堀
栄
の
蔵
書
印
あ
り
。
未
詳
の
印
一
つ
あ
り
。

『
大
阪
大
学
付
属
図
書
館
所
蔵

忍
頂
寺
文
庫
目
録
』（
平
成
二
三
年
三
月
発
行
）

に
は
、
本
書
は
一
〇
六
ペ
ー
ジ
に

〔
道
化
生
花
〕
刊

小

一
冊

洒
楽
斎

安
永
七
年
一
月
自
序

安
永
七
年
江

戸
竹
川
藤
助

作
品
名
は
「
国
書
総
目
録
」
に
よ
る

81-228-66

Ｈ
‐
17

と
あ
り
、
こ
の
『
忍
頂
寺
文
庫
目
録
』
の
書
名
を
本
論
で
は
踏
襲
す
る
。

先
行
研
究
は
、
中
野
三
敏
氏
が
「
見
立
て
絵
本
の
系
譜
」（
昭
和
四
七
年
・
一
九
七

二
・『
語
文
研
究
』
三
四
号
所
収
、
後
に
『
戯
作
研
究
』
昭
和
五
六
年
・
一
九
八
一
・

刊
に
再
録
）
で
、
見
立
絵
本
目
録
に

〔
見
立
花
く
ら
べ
〕
小
本
一
冊

安
永
七
年
刊

洒
落
斎

江
戸
板

花
の
見
立

（「
洒
落
本
大
成
所
収
）

と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、『
洒
落
本
大
成
』
に
は
収
録
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
後
同
氏

は
「
見
立
て
生
け
花
（
二
）
―
『
見
立
花
の
お
江
戸
』」（『
彷
書
月
刊
』
平
成
一
三
年

・
二
〇
〇
一
・
七
月
号
所
収
、
後
に
『
和
本
の
海
へ
―
豊
饒
の
江
戸
文
化
』
角
川
選
書

・
平
成
二
一
年
・
二
〇
〇
九
・
二
月
刊
へ
再
録
）
の
中
で
、
一
部
分
の
翻
刻
及
び
注
釈

（
序
・
で
花
・
藍
花
・
角
か
づ
ら
・
高
慢
の
花
）
を
さ
れ
、
書
名
を
安
永
八
年
（
一
七

七
九
）
改
刻
本
『
童
唄
故
実
今
物
語
』
の
広
告
よ
り
『
見
立
花
の
お
江
戸
』
と
推
定
す

る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
本
書
忍
頂
寺
文
庫
本
に
つ
い
て
も
、
写
真
版
四
枚
を
掲
載
し
、

「
見
立
花
づ
く
し
」
と
い
う
仮
題
が
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。

本
書
の
作
者
は
序
の
「
酒
楽
斎
」
で
あ
る
可
能
性
を
、
考
察
で
述
べ
る
。
文
政
元
年

（
一
八
一
八
）
成
立
三
代
目
瀬
川
富
三
郎
編
の
江
戸
人
名
録
『
江
戸
方
角
分
』
に
は
、

「
酒
楽
斎
」
は
未
載
で
あ
る
。
先
行
研
究
で
は
「
洒
楽
斎
」
と
さ
れ
て
き
た
著
者
名
で

あ
る
が
、「
写
楽
斎
」
は
、『
江
戸
方
角
分
』
に
は
東
洲
斎
写
楽
以
外
に
は
存
在
せ
ず
、

「
洒
楽
斎
」
は
記
載
さ
れ
な
い
。「
謡
東
斎
」
も
記
載
さ
れ
な
い
。

本
書
の
挿
絵
は
著
者
に
よ
る
も
の
か
、他
の
画
工
に
よ
る
も
の
か
判
然
と
し
な
い
が
、

安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
刊
の
洒
落
本
『
当
世
左
様
候
』
に
描
か
れ
る
図
は
本
書
と
類

似
し
た
画
風
で
あ
る
。『
当
世
左
様
候
』
の
著
者
「
藩
中
館
新
吾
三
」
は
、『
明
和
伎

鑑
』
の
作
者
淡
海
三
麿
か
と
さ
れ
て
い
る
が
（
注
１
）、
絵
師
が
誰
で
あ
る
か
は
未
詳

で
あ
る
。

本
書
板
元
の
江
戸
橋
四
日
市
広
小
路

竹
川
藤
助
は
、
明
和
九
年
（
一
七
七
二
）
刊

『
古
今
役
者
論
語
魁
』・
天
明
元
年
（
一
七
八
一
）
刊
『
混
雑
倭
艸
画
』(

湖
竜
斎
画)

の
板
元
で
も
あ
る
。

（
注
１
）『
洒
落
本
大
成
』
第
七
巻
（
昭
和
五
五
年
・
一
九
八
〇
・
一
月
刊
）
解
題
（
浜

田
啓
介
）。
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二
、
写
真
版

（
表
紙
）

（
序
オ
・
序
ウ
）



172

（
一
オ
・
一
ウ
）

（
一
ウ
・
二
オ
）



173

（
二
ウ
・
三
オ
）

（
三
ウ
・
四
オ
）



174

（
四
ウ
・
五
オ
）

（
五
ウ
・
六
オ
）



175

（
六
ウ
・
七
オ
）

（
七
ウ
・
八
オ
）



176

（
八
ウ
・
九
オ
）

（
九
ウ
・
十
オ
）



177

（
十
ウ
・
十
一
オ
）

（
十
一
ウ
・
十
二
オ
）



178

（
十
二
ウ
・
十
三
オ
）

（
十
三
ウ
・
十
四
オ
）



179

（
十
四
ウ
・
十
五
オ
）

（
十
五
ウ
・
十
六
オ
）



180

（
十
六
ウ
・
十
七
オ
）

（
十
七
ウ
・
十
八
オ
）



181

（
十
八
ウ
・
十
九
オ
）

（
十
九
ウ
・
二
十
オ
）



182

（
二
十
ウ
・
二
十
一
オ
）

（
二
十
一
ウ
・
二
十
二
オ
）



183

（
二
十
二
ウ
・
二
十
三
オ
）

（
二
十
三
ウ
・
二
十
四
オ
）



184

（
二
十
四
ウ
・
二
十
五
オ
）

（
二
十
五
ウ
・
二
十
六
オ
）



185

（
二
十
六
ウ
・
二
十
七
オ
）

（
二
十
七
ウ
）
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三
、
翻
刻

（
序
）

雪
月
花
の
三
つ
と
は
い
へ
ど
、
花
ほ
ど
人
の
賞
ず
る
は
な
し
。
西
行
は
む
れ

つ
ゝ
人
の
寄
く
る
を
う
る
さ
か
り
、
弁
慶
は
人
の
指
を
も
が
ん
と
い
ふ
。
花
か
い
ら
ぎ

は
鞘
に
名
高
く
、
花
柞
は
す
ひ
物
に
落
を
と
り
、
花
嫁
、
は
な
婿
、
華
く
ら
べ
、
華
も

ふ
せ
ん
に
花
角
力
、
華
ふ
き
寄
る
き
の
し
や
が
ま
わ
し
ま
で
、
い
つ
れ
か
花
を
喜
ば
さ

ら
む
や
。
安
永
七
つ
の
と
し

あ
ら
た
ま
る
春

酒
楽
斎
書

美
農

（
１
ウ
・
２
オ
）
酒
中
花

し
ゆ
ち
う
く
わ

浅
草
寺
の
か
ん
木
の
根
に
多
し
。
花
は
さ
か
づ
き
の
う
ち
に
ひ
ら
く
。
実
は
花
の
中
に

せ
ん
さ
う
じ

ぼ
く

ね

お
ほ

み

有
り
。

（
２
ウ
・
３
オ
）
木
ご
と
の
花

き

花
は
寒
中
に
さ
く
。
朝
日
に
あ
ふ
て
落
花
す
。

か
ん
ち
う

あ
さ

ら
く
く
わ

花
似
白
粉
艶

顔

粧

は
な
は
に
て
は
く
ふ
ん
に
ゑ
ん
が
ん
を
よ
そ
ほ
ひ

実
成
薄

氷
玉

笄

飾

み
は
な
つ
て
は
く
ひ
や
う
と
ぎ
よ
く
け
い
を
か
ざ
る

楽
天
も
作
れ
り
。

（
３
ウ
・
４
オ
）
湯
花

ゆ
ば
な

至
て
清
浄
な
る
花
な
り
。
神
前
に
咲
。
実
は
神
た
く
よ
つ
て
な
る
も
、
こ
の
実
を
喰

い
た
つ

し
や
う
〳
〵

し
ん
せ
ん

さ
く

み

し
ん

み

く

へ
ば
火
難
災
な
ん
を
ま
ぬ
が
る
ゝ
と
か
や
。

く
わ
な
ん
さ
い

（
４
ウ
・
５
オ
）
雪
月
花

せ
つ
げ
つ
く
わ

と
か
く
王
城
の
地
に
つ
く
、
上
品
な
る
花
な
り
。
葉
を
万
葉
と
い
ふ
。
実
は
古
今
集

わ
う
じ
や
う

ち

じ
や
う
ひ
ん

は

ま
ん
よ
う

み

こ
き
ん
し
う

に
な
る
。

（
５
ウ
・
６
オ
）
で
花ば

な

花
は
四
で
う
半
の
う
ち
に
咲
。
実
は
ぶ
く
か
げ
ん
に
て
な
る
。
と
か
く
物
新
ら
し
き
を

よ

さ
く

み

も
の
あ
た

い
む
。
此
花
の
立
よ
う
、
分
て
秘
伝
あ
り
。
千
の
利
休
此
道
に
妙
た
り
。

わ
け

ひ
で
ん

せ
ん

り
き
う

み
ち

た
へ

（
６
ウ
・
７
オ
）
寝
入
花

ね
い
り
ば
な

夜
る
八
つ
時
分
よ
り
、
七
つ
時
分
ま
で
さ
か
り
也
。
実
を
寝
言
と
い
ふ
。
獏
と
云
け
も

よ

じ
ぶ
ん

み

ね
ご
と

ば
く

い
ふ

の
、
こ
の
ん
で
是
を
喰
ふ
。
も
ろ
こ
し
の
ろ
せ
い
、
此
花
一
睡
の
内
に
、
五
十
年
の
栄
花

く
ら

す
い

ゑ
い
ぐ
わ

を
き
わ
め
し
と
か
や
。

（
７
ウ
・
８
オ
）
藍
花

あ
い
は
な

こ
ん
屋
の
か
め
の
う
へ
に
咲
。
雨
を
き
ら
ふ
花
な
り
。
色
さ
ま
〳
〵
あ
り
。
実
を
あ
い

玉
と
い
ふ
。
此
花
の
さ
か
り
を
み
ん
と
す
れ
ば
、
明
後
日
御
出
と
い
ふ
。

あ
さ
つ
て

（
８
ウ
・
９
オ
）
も
ち
花

花
は
十
二
月
廿
日
頃
よ
り
、
甚
い
そ
が
し
く
咲
。
実
は
い
り
物
と
な
る
。
又
一
種
あ

こ
ろ

は
な
は
だ

さ
く

み

も
の

し
ゆ

り
。
名
つ
け
て
目
黒
み
や
げ
と
い
ふ
。
此
花
大
方
品
川
の
鉢
う
へ
と
な
る
。

め
ぐ
ろ

し
な
か
わ

は
ち

（
９
ウ
・

オ
）
法
の
華

の
り

は
な

10

仏
書
曰
此
華
を
結
縁
す
る
衆
生
は
、
皆
令
入
仏
道
と
説
給
へ
り
。
花
を
法
華
経
と

ぶ
つ
し
よ
に
い
わ
く
こ
の
は
な

け
ち
ゑ
ん

し
ゆ
じ
や
う

か
い
り
や
う
に
う
ぶ
つ
ど
う

と
き

は
な

ほ
け
き
や
う

い
ふ
。
実
は
極
楽
に
な
る
。
あ
る
人
の
句
に
、
鶯
の
こ
ゑ
殊
勝
な
り

り
ん
の
音
。

み

ご
く
ら
く

う
く
ひ
す

し
ゆ
し
や
う

お
と

（

ウ
・

オ
）
角
か
づ
ら

す
み

10

11

蔦
か
づ
ら
に
類
す
。
十
一
月
顔
見
勢
の
時
、
し
ば
ら
く
の
声
を
聞
て
、
切
幕
の
う
ち
よ

つ
た

る
い

か
ほ
み
せ

と
き

こ
へ

き
い

ま
く

り
咲
。
葉
は
び
ん
髭
に
似
た
り
。
一
説
曰
、
斎
藤
別
当
実
盛
篠
原
合
戦
の
時
、
此
葉

さ
く

は

ひ
げ

に

い
つ
せ
つ
に
い
わ
く

さ
い
と
う
へ
つ
と
う
さ
ね
も
り
し
の
わ
ら
か
つ
せ
ん

と
き

こ
の
は
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を
も
つ
て
白
鬢
を
か
く
せ
し
故
事
あ
り
。

は
く
び
ん

こ

し

（

ウ
・

オ
）
波
の
花

な
み

は
な

11

12

一
名
塩
花
と
い
ふ
。
む
か
し
さ
が
の
天
皇
の
御
宇
、
融
大
臣
此
花
を
す
か
せ
給
ひ
、
道

い
ち
め
う
し
ほ
ば
な

て
ん
わ
う

ぎ
や
う

と
を
る
の
お
と
ゞ

み
ち

は
る
〳
〵
と
、
み
ち
の
く
の
千
賀
の
浦
よ
り
取
よ
せ
、
庭
前
に
植
さ
せ
給
ふ
。
然
ど
も

ち

か

う
ら

と
り

に
は
ぜ
ん

う
へ

其
後
は
、さ
う
ぞ
く
し
て
も
て
あ
そ
ぶ
人
も
な
け
れ
ば
、貫
之
も
詠
て

君
ま
さ
で
詠

つ
ら
ゆ
き

な
が
め

き
み

な
が
め

た
へ
に
し
塩
花
の

庭
さ
み
し
く
も
見
へ
わ
た
る
な
り

し
ほ
ば
な

に
は

み

（

ウ
・

オ
）
床
花

と
こ
は
な

12

13

毎
夜
く
る
わ
の
内
に
、
蒲
団
の
あ
い
だ
、
又
は
多
ば
こ
入
の
う
ち
に
さ
く
。
此
花
落
花

ま
い
よ

ふ
と
ん

た

は
な
ら
つ
く
わ

す
れ
ば
、
文
と
実
の
る
。

ふ
み

み

（

ウ
・

オ
）
に
花は

な

13

14

宇
治
よ
り
出
る
を
最
上
と
す
。
花
を
茶
の
み
花
し
と
い
ふ
。
ど
つ
と
わ
ら
ふ
て
さ
く
実

う

ぢ

さ
い
じ
や
う

ち
や

ば
な

み

を
茶
の
こ
と
い
ふ
。

東
山
よ
し
政
公
、
大
内
之
介
に
命
じ
て
、
初
て
是
を
う
へ
し

ち
や

ひ
が
し
や
ま

ま
さ

お
ゝ
ち
の
す
け

め
い

め
給
ふ
と
、
宇
治
の
通
ゑ
ん
が
夜
話
に
出
た
り
。

う

ぢ

つ
う

や

わ

（

ウ
・

オ
）
ま
す
花は

な

14

15

さ
ま
〳
〵

詠
つ
く
し
た
る
栄
よ
う
人
の
庭
に
さ
く
花
な
り
。
よ
つ
て
ま
す
花
と
い
ふ
。

な
が
め

ゑ
い

に
わ

は
な

此
花
実
の
る
時
は
、
御
新
草
と
い
ふ
。
摘
わ
け
て
、
玉
の
手
い
け
と
な
る
は
此
花
な
る

は
な
み

と
き

ご
し
ん
そ
う

つ
み

た
ま

て

こ
の
は
な

べ
し
。

（

ウ
・

オ
）
高
慢
の
花

か
う
ま
ん

は
な

15

16

形
大
い
き
過
に
し
て
、
花
は
髭
を
な
で
、
や
に
下
り
に
咲
。
な
ん
で
も
し
つ
た
り
ぶ

か
た
ち

す
ぎ

ひ
げ

さ
く

り
に
て
さ
く
花
な
り
。

（

ウ
・

オ
）
見
る
め
か
ぐ
花

み

16

17

此
花
と
か
く
地
獄
の
土
に
そ
う
わ
う
し
て
、
し
や
ば
に
は
な
き
花
也
。
な
れ
と
も
盆
と

ぢ
ご
く

つ
ち

ぼ
ん

正
月
の
十
六
日
に
は
、
勧
善
懲
悪
の
た
め
に
、
閻
王
殿
に
立
花
と
す
。
悪
人
を
み
て

く
わ
ん
ぜ
ん
て
う
あ
く

ゑ
ん
わ
う
で
ん

り
つ
く
わ

あ
く
に
ん

は
、
花
く
わ
つ
と
ひ
ら
き
、
善
人
を
見
て
は
ね
ふ
る
が
ご
と
し
。
葉
を
鉄
札
と
い
ふ
。
実

ぜ
ん
に
ん

は

て
つ
さ
つ

み

は
閻
魔
の
帳
に
な
る
。
誠
に
是
等
を
奇
花
怪
草
と
や
い
わ
ん
。

ゑ
ん
ま

て
う

ま
こ
と

こ
れ

き
く
わ
く
わ
い
さ
う

（

ウ
・

オ
）

お
花

17

18

か
た
ち
六
角
に
し
て
、
色
源
平
と
わ
か
る
。
花
大
小
に
し
て
ひ
り
、
か
ん
き
ん
の
名
有

か
く

い
ろ
げ
ん
ぺ
い

り
。
正
月
さ
か
り
に
し
て
、
二
三
月
時
分
迄
花
あ
り
。
毛
せ
ん
の
う
へ
に
咲
。

じ
ふ
ん
ま
で

さ
く

（

ウ
・

オ
）
こ
が
ね
の
花

18

19

花
の
色
は
山
吹
に
似
た
り
。
実
は
大
尽
の
懐
に
な
る
。
む
か
し
陸
奥
国
山
田
と
い
ふ

い
ろ

や
ま
ぶ
き

に

み

だ
い
じ
ん

ふ
と
こ
ろ

む
つ
の
く
に

所
よ
り
出
た
る
と
か
や
。
大
伴
の
家
持
の
哥
に

す
べ
ら
ぎ
の
御
代
栄
ん
と
東
な
る

お
ほ
と
も

や
か
も
ち

う
た

み

よ
さ
か
へ

あ
づ
ま

み
ち
の
く
山
に
こ
が
ね
花
さ
く

（

ウ
・

オ
）
は
つ
の
花

19

20

一
名
花
よ
め
と
い
ふ
。

清
如
春
柳
含
初
月

き
よ
き
ご
と
く
し
ゆ
ん
り
う
ふ
く
む
が
し
よ
け
つ
を

艶

似
桃
花
帯
暁

烟

ゑ
ん
な
る
に
た
り
と
う
く
わ
お
ぶ
る
に
き
や
う
ゑ
ん
を

花
は
お
も
は
ゆ
げ
に
咲
。
実
は
新
枕
と
い
ふ
、
う
つ
く
し
き
花
な
り
。

さ
く

み

に
い
ま
く
ら

（

ウ
・

オ
）
湯
の
花

ゆ

は
な

20

21

一
名
温
泉
と
名
づ
く
。
す
べ
て
深
山
の
麓
に
咲
。
実
は
壱
廻
り
過
て
な
る
。
い
か
な

い
ち
め
う
を
ん
せ
ん

な

し
ん
ざ
ん

ふ
も
と

さ
く

み

ひ
と
ま
わ

す
ぎ

る
難

病
も
こ
の
花
を
せ
ん
じ
て
用
ゆ
る
時
は
、

忽

平
愈
う
た
が
ひ
な
し
と
、

な
ん
び
や
う

た
ち
ま
ち
へ
い
ゆ
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本
草
綱
目
に
出
た
り
。

ほ
ん
ぞ
う
か
う
も
く

（

ウ

オ
）
け
ん
花く

わ

21

22

此
花
土
地
の
風
俗
に
よ
つ
て
替
る
。
上
方
の
花
は
、
橋
づ
め
に
出
て
咲
。
出
入
立
引
の
名

と

ち

ふ
う
ぞ
く

か
は

は
し

さ
く

て
い
り
た
て
ひ
き

な

有
り
。
江
戸
気
の
花
は
、
あ
た
ま
が
ち
に
し
つ
腰
な
し
。
甚
酒
を
好
む
。
実
は
あ
や

き

こ
し

は
な
は
だ
さ
け

こ
の

み

ま
り
証
文
と
な
る
。

し
や
う
も
ん

（

ウ
・

オ
）
天
狗
の
花

て
ん
ぐ

22

23

花
の
色
は
赤
く
、
六
月
祭
礼
の
時
に
先
に
立
る
花
也
。
此
花
落
く
わ
す
る
時
は
、
そ
れ

い
ろ

あ
か

さ
い
れ
い

さ
き

た
て

ら
つ

ま
く
〳
〵
と
い
ふ
。

（

ウ
・

オ
）
縁
花

ゑ
ん
ば
な

23

24

た
そ
が
れ
時
に
、
人
よ
く
此
花
の
本
に
集
る
。
葉
を
つ
ん
て
楽
し
む
。
其
名
を
一
休
草

ど
き

こ
の
は
な

も
と

あ
つ
ま

は

た
の

そ
の
な

い
つ
き
う
そ
う

と
い
ふ
。
往
来
の
も
の
、
つ
む
事
か
た
く
無
用
と
、
名
主
月
行
事
、
是
を
い
ま
し
む

お
う
ら
い

ぐ
わ
ち
ぎ
や
う
じ

る
。

（

ウ
・

オ
）
外
花

ぐ
わ
い
く
わ

24

25

和
訓
に
げ
花
と
い
ふ
。
実
は
か
う
や
く
に
な
る
。
い
け
花
金
草
に
は
、
此
花
を
あ
い
し

わ
く
ん

み

き
ん
そ
う

ら
ふ
て
よ
し
。

（

ウ
・

オ
）
象
の
花

ぞ
う

は
な

25

26

む
か
し
南
越
国
よ
り
渡
る
。
今
に
糀
町
に
お
ゐ
て
、
三
ン
年
に
一
度
づ
ゝ
花
さ
く
。
実

な
ん
ゑ
つ
こ
く

わ
た

か
う
じ
ま
ち

み

も
ま
ん
ぢ
う
と
な
る
。

（

ウ
・

オ
）

酒
の
花

さ
け

26

27

気
林
の
う
ち
に
咲
。
花
に
あ
い
と
お
さ
へ
の
も
つ
れ
有
て
、
最
お
も
し
ろ
き
花
な
り
。

き
ば
や
し

さ
く

あ
り

酒
き
わ
ま
る
時
は
、
乱
る
ゝ
と
い
ふ
語
あ
れ
ば
、
あ
ま
り
盛
り
過
た
る
は
あ
し
し
。

み
だ

ご

さ
か

す
ぎ

佐
々
呑
尊
、
此
花
の
德
に
よ
つ
て
、
八
ま
た
の
大
蛇
を
退
治
し
給
ふ
と
、
神
代
の
巻
に

さ
ゝ
の
む
の
み
こ
と

と
く

や

お
ろ
ち

た
い
ぢ

じ
ん
だ
い

ま
き

見
へ
た
り
。

（

ウ
）

27
安
永
七
戊
戌
年

江
戸
橋
四
日
市
広
小
路

竹
川
藤
助

四
、
注
釈

（
序
）

〇
西
行
は
群
れ
つ
つ
人
の
寄
り
来
る
を
う
る
さ
か
り
―
『
山
家
集
』
に
「
閑
か
な
ら
ん

と
思
ひ
け
る
頃
花
見
に
人
々
の
ま
う
で
来
れ
ば

花
見
に
と
群
れ
つ
つ
人
の
来
る
の

み
ぞ

あ
た
ら
桜
の
咎
に
は
あ
り
け
る

」
と
あ
り
、
謡
曲
『
西
行
桜
』
に
も
「
花
見

ん
と
、
群
れ
つ
つ
人
の
来
る
の
み
ぞ
、
あ
た
ら
桜
の
、
咎
に
は
あ
り
け
る
〜
ひ
と
り
心

を
澄
ま
す
と
こ
ろ
に
、
貴
賤
群
集
の
厭
は
し
き
、
心
を
す
こ
し
詠
ず
る
な
り
」
と
あ
る
。

〇
弁
慶
は
人
の
指
を
も
が
ん
と
い
ふ
―
須
磨
寺
の
梅
樹
に｢

此
花
、
江
南
ノ
所
無
也
、

一
枝
折
盗
ノ
輩
ニ
オ
イ
テ
ハ
天
永
紅
葉
ノ
タ
メ
シ
ニ
任
セ
、
一
枝
ヲ
伐
ラ
バ
一
指
ヲ
剪

ル
ベ
シ
」
の
弁
慶
自
筆
の
制
札
を
立
て
て
、
庇
護
し
た
と
伝
え
る
。
た
だ
し
こ
の
説
話

の
出
典
は
未
詳
で
、『
義
経
記
』
に
は
載
ら
な
い
。
宝
暦
元
年
（
一
七
五
一
）
初
演
浄

瑠
璃
『
一
谷
嫩
軍
記
』
に
は
、
こ
の
弁
慶
の
制
札
が
重
要
な
意
味
を
持
つ
も
の
と
し
て

登
場
す
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
は
梅
で
は
な
く
熊
谷
桜
に
つ
い
て
の
制
札
と
な
っ
て
い

る
。

〇
花
か
い
ら
ぎ
―
花
梅
華
皮
。
鮫
皮
に
大
粒
の
梅
花
形
が
あ
る
も
の
。
刀
の
柄
・
鞘
な

ど
に
用
い
る
。
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〇
花
柞
―
柞
は
ナ
ラ
や
ク
ヌ
ギ
の
総
称
だ
が
意
味
不
明
。
花
柚
で
あ
れ
ば
、
花
・
蕾

は
は
そ

・
果
実
の
皮
の
切
片
を
酒
や
吸
い
物
に
入
れ
て
、
そ
の
香
気
を
賞
す
る
も
の
。

〇
華
く
ら
べ
―
花
合
と
同
じ
で
、
東
西
に
分
か
れ
、
種
々
の
花
を
出
し
合
っ
て
優
劣
を

競
う
遊
戯
。

〇
華
も
ふ
せ
ん
―
花
氈
。
模
様
の
あ
る
毛
氈
。

〇
花
角
力
―
①
春
秋
二
期
に
興
行
し
た
本
場
所
の
相
撲
に
対
し
て
、そ
れ
以
外
の
相
撲
。

も
と
木
戸
銭
を
と
ら
ず
、
客
の
祝
儀
だ
け
で
興
行
し
た
こ
と
か
ら
い
っ
た
。
②
花
合
と

同
じ
。

〇
き
の
じ
や
―
安
永
九
年
序
の
洒
落
本
『
噺
之
画
有
多
』（『
洒
落
本
大
成
第
九
巻
』

所
収
）
に
「
享
保
の
す
へ
、
中
の
町
に
喜
右
衛
門
と
い
ふ
も
の
あ
り
。
元
来
小
田
原
町

生
れ
に
て
あ
り
け
れ
ば
、
り
や
う
り
な
ど
こ
う
し
や
に
し
け
る
に
よ
り
、
ふ
と
だ
い
の

も
の
や
を
お
も
ひ
つ
き
、
角
町
か
と

へ
み
せ
を
出
せ
し
に
、
め
つ
ら
し
き

仕
出
し
な
り
と
て
評
ば
ん
よ
く
、
喜

の
字
の
か
た
へ
肴
を
取
に
つ
か
は

す
べ
き
な
ど
云
は
や
し
け
れ
ば
、
し

ぜ
ん
と
喜
の
字
や
と
よ
び
な
ら
わ
し

け
る
」
と
あ
り
、
そ
の
挿
絵
に
店
先

で
板
の
上
に
生
け
花
が
活
け
て
あ
る

図
が
描
か
れ
て
い
る
。
吉
原
に
出
す

仕
出
し
料
理
の
大
き
な
州
浜
型
の
台
に
飾
っ
た
生
け
花
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
ま

た
、
川
柳
に
「
喜
の
字
屋
の
台
に
は
び
こ
る
始
皇
帝
」（
台
の
物
に
松
を
立
て
る
）
も

あ
る
。

〇
ま
わ
し
―
廻
し
方
の
男
。
吉
原
で
は
遊
女
の
座
敷
・
部
屋
・
寝
具
・
器
物
な
ど
の
事

を
扱
い
、
岡
場
所
で
は
女
郎
の
送
り
迎
え
な
ど
の
雑
事
を
す
る
男
の
こ
と
。

（
１
ウ
・
２
オ
）

〇
酒
中
花
―
山
吹
の
茎
の
ず
い
な
ど
で
花
鳥
を
作
り
、
酒
に
浮
か
べ
て
、
ふ
く
れ
て
広

が
る
の
を
見
て
興
と
す
る
も
の
。

〇
浅
草
寺
の
か
ん
木
の
根
に
多
し
―
浅
草
の
楊
枝
店
で
売
ら
れ
て
い
た
か
ら
。
楊
枝
店

を
「
楊
」
の
字
に
柳
の
意
味
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
柳
の
木
に
例
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る

が
、「
江
戸
の
楊
枝
店
」（
樋
畑
雪
湖
、『
江
戸
時
代
文
化
』
第
一
巻
一
号
所
収
、
昭
和

二
年
・
一
九
二
七
・
二
月
）
に
よ
れ
ば
、
房
楊
枝
の
中
で
も
特
に
「
灌
木
」
と
称
す
る

も
の
が
あ
つ
た
。
こ
れ
は
柳
で
は
な
い
と
い
う
意
味
で
、
男
性
用
で
あ
り
、
桃
な
ど
の

木
の
先
頭
を
湯
煮
し
て
鉄
槌
な
ど
で
た
た
き
つ
ぶ
し
て
、
針
で
で
き
た
櫛
で
す
き
あ
げ

て
房
と
し
た
も
の
。
柳
の
楊
枝
は
柔
ら
か
く
先
端
を
む
し
り
取
っ
て
使
用
し
た
。
こ
れ

は
お
歯
黒
が
剥
落
し
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
で
、
女
性
用
で
あ
っ
た
。

（
２
ウ
・
３
オ
）

〇
木
ご
と
の
花
―
雪
の
こ
と
。『
古
今
和
歌
集
』
巻
第
六
冬
歌
に
、
紀
友
則
の
歌
「
雪

降
れ
ば
木
ご
と
に
花
ぞ
咲
き
に
け
る

い
づ
れ
を
梅
と
わ
き
て
折
ら
ま
し
」
が
あ
る
。

〇
花
似
白
粉
艶
顔
粧

実
成
薄
氷
玉
笄
飾
―
出
典
未
詳
。『
漢
詩
大
観
』（
佐
久
節
・

昭
和
一
一
年
刊
・
昭
和
四
九
年
復
刊
）、『
白
氏
文
集
歌
詩
索
引
』（
平
岡
武
夫
・
今
井

満
編
、
同
朋
舎
出
版
、
平
成
元
年
刊
）
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
『
四
部
叢
刊
』（
北
京
書
同
文

数
字
化
技
術
有
限
公
司
、
二
〇
〇
三
年
）
に
よ
る
検
索
で
も
発
見
で
き
な
か
っ
た
。『
本

朝
文
粋
漢
字
索
引
』（
藤
井
俊
博
、
株
式
会
社
お
う
ふ
う
）、『
古
文
真
宝
』、『
唐
詩
選
』、

『
和
漢
朗
詠
集
』
に
な
い
。『
円
機
活
法
』「
雪
」
の
項
に
も
こ
の
一
節
は
な
い
が
、「
春

雪
」
の
中
に
「
似
花
開
」
と
い
う
表
現
方
法
が
あ
る
と
記
さ
れ
、
例
文
と
し
て
『
古
詩
』

の
「
春
雪
浦
空
来

触
処
花
開
」
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
本
作
は
作
者
自
作
か
と
思
わ

れ
る
。

（
３
ウ
・
４
オ
）

〇
湯
花
―
神
社
で
巫
女
や
神
職
が
、
湯
の
沸
騰
時
に
上
が
る
泡
を
笹
の
葉
に
つ
け
て
、
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参
詣
人
に
か
け
、
浄
め
た
り
神
託
を
仰
い
だ
り
す
る
。
図
の
花
器
は
湯
を
沸
騰
さ
せ
る

釜
、
花
は
笹
や
御
幣
。

（
４
ウ
・
５
オ
）

〇
雪
月
花
―
和
歌
で
最
も
多
く
詠
ま
れ
る
も
の
。
花
器
は
机
、
花
は
短
冊
・
筆
、
硯
。

（
５
ウ
・
６
オ
）

〇
で
花
―
出
花
。
出
端
。
①
番
茶
、
煎
茶
で
湯
を
注
い
だ
ば
か
り
の
、
香
り
の
よ
い
頃

合
い
。
②
お
茶
の
花
柳
界
の
言
い
方
。「
お
茶
を
ひ
く
」（
遊
女
に
客
が
つ
か
な
い
）

か
ら
、「
茶
」
と
い
う
語
を
忌
む
た
め
。
こ
こ
で
は
②
の
意
味
と
思
わ
れ
る
。
花
器
は

風
炉
、
花
は
茶
杓
に
茶
筅
な
ど
。

〇
四
で
う
半
―
四
畳
半
。
茶
室
の
大
き
さ
は
、
四
畳
半
を
基
本
と
す
る
。

〇
ぶ
く
か
げ
ん
―
服
加
減
。
茶
の
湯
で
、
茶
の
温
度
、
濃
淡
な
ど
の
具
合
。
ま
た
そ
の

ち
ょ
う
ど
い
い
具
合
の
こ
と
。

〇
千
の
利
休
―
千
利
休
。
室
町
時
代
末
〜
安
土
桃
山
時
代
に
出
た
茶
の
湯
の
大
成
者
。

信
長
・
秀
吉
に
取
り
立
て
ら
れ
、
特
に
豊
臣
秀
長
と
提
携
し
て
、
秀
吉
の
側
近
政
治
に

深
く
関
与
し
た
。
秀
長
の
死
後
、
石
田
三
成
ら
に
排
斥
さ
れ
、
秀
吉
か
ら
謹
慎
命
令
が

出
さ
れ
、
京
都
の
自
宅
で
切
腹
し
た
。

（
６
ウ
・
７
オ
）

〇
寝
入
花
―
寝
入
り
端
。
寝
入
っ
て
ま
も
な
い
頃
。
花
器
は
括
り
枕
、
花
は
廬
生
の
夢
。

〇
八
つ
時
分
よ
り
七
つ
時
分
―
午
前
二
時
頃
か
ら
午
前
四
時
頃
。

〇
獏
―
中
国
の
想
像
上
の
動
物
。
鼻
は
象
、
目
は
犀
、
尾
は
牛
、
足
は
虎
で
、
体
型
は

熊
に
似
る
と
い
う
も
の
。
人
の
悪
夢
を
食
う
と
い
い
、
そ
の
皮
を
敷
い
て
寝
れ
ば
疫
病

を
避
け
、
そ
の
形
を
描
け
ば
邪
気
を
払
う
と
い
う
。

〇
も
ろ
こ
し
の
ろ
せ
い
―
廬
生
。
中
国
唐
代
小
説
の
『
枕
中
記
』
の
主
人
公
。
廬
生
が

邯
鄲
の
客
舎
で
、
道
士
の
呂
翁
に
枕
を
借
り
て
ね
む
り
、
夢
中
栄
華
を
極
め
た
話
。
夢

が
覚
め
る
と
黄
梁
を
た
く
僅
か
の
時
間
で
あ
っ
た
の
で
、「
黄
梁
一
炊
の
夢
」
と
も
い

い
、
人
生
の
は
か
な
い
こ
と
に
た
と
え
て
い
う
。

（
７
ウ
・
８
オ
）

〇
藍
花
―
藍
を
か
め
の
中
で
発
酵
さ
せ
る
時
に
出
る
泡
を
「
藍
花
が
咲
く
」
と
い
う
。

花
器
は
藍
か
め
。
花
は
刷
毛
や
か
き
ま
わ
す
棒
な
ど
。

〇
雨
を
き
ら
ふ
―
染
め
物
屋
は
雨
を
嫌
う
か
ら
。

〇
あ
い
玉
―
藍
玉
。
藍
の
葉
を
搗
い
て
発
酵
さ
せ
た
上
、
臼
で
ひ
き
、
乾
燥
し
固
め
た

染
料
。

〇
明
後
日
御
出
―
諺
「
紺
屋
の
明
後
日
」
よ
り
。
紺
屋
の
注
文
の
染
め
物
の
期
日
が
、

と
か
く
延
び
が
ち
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
約
束
し
た
期
日
の
あ
て
に
な
ら
ぬ
た
と
え
。

（
８
ウ
・
９
オ
）

〇
も
ち
花
―
餅
花
。
①
正
月
、
小
正
月
、
節
分
な
ど
に
各
家
で
行
う
予
祝
行
事
の
一
つ
。

柳
、
竹
な
ど
の
木
の
枝
に
餅
を
ち
ぎ
っ
て
つ
け
、
花
の
咲
い
た
よ
う
に
し
た
も
の
。
神

棚
や
室
内
に
飾
る
。
②
江
戸
目
黒
不
動
な
ど
で
売
っ
た
縁
起
物
。
赤
、
白
、
黄
な
ど
に

彩
っ
た
餅
を
花
の
よ
う
に
木
の
枝
に
つ
け
た
も
の
。
花
器
は
餅
搗
き
の
臼
。
花
は
杵
、

柳
の
餅
花
。

〇
目
黒
み
や
げ
―
目
黒
不
動
尊
参
り
の
土
産
と
し
て
、
餅
花
を
買
っ
た
。

〇
品
川
の
鉢
う
へ
―
品
川
の
遊
郭
で
、
餅
花
を
室
内
装
飾
に
用
い
た
と
い
う
意
味
。「
餅

花
の
月
越
に
な
る
不
届
さ
（
品
川
泊
ま
り
）」「
し
わ
ん
坊
連
れ
の
餅
花
こ
と
づ
か
り

（
品
川
の
つ
き
あ
い
せ
ず
）」「
餅
花
を
下
戸
取
集
め
持
っ
て
く
る
（
上
戸
は
皆
品
川

へ
）」「
餅
花
を
こ
と
づ
か
つ
た
で
に
ぢ
ら
れ
る
（
上
戸
党
の
内
儀
に
）」

（
９
ウ
・

オ
）

10

〇
法
の
華
―
法
の
蓮
の
花
。
仏
に
供
え
る
花
。
ま
た
、
仏
道
の
精
華
。
花
は
経
典
、
数

珠
。

〇
結
縁
―
仏
道
に
縁
を
結
ぶ
こ
と
。
大
切
に
す
る
、
関
係
す
る
こ
と
。

〇
皆
令
入
仏
道
―
「
法
華
経

方
便
品
」
よ
り
。
す
べ
て
は
仏
道
修
行
の
た
よ
り
と
な
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る
と
い
う
意
味
。

〇
鶯
の
こ
ゑ
殊
勝
な
り

り
ん
の
音
―
『
古
典
俳
文
学
大
系
』C

D
R
O
M

版
索
引
に
よ

っ
て
調
査
す
る
と
、
類
似
作
品
に
「
鶯
の
経
よ
み
う
つ
や
花
の
り
ん
」（『
犬
子
集
』

巻
第
一
、
寛
永
十
年
〈
一
六
三
三
〉
刊
、
松
江
重
頼
）
が
あ
り
、
花
の
輪
（
花
び
ら
全

体
）
で
鶯
が
鳴
く
様
子
を
、「
経
読
鳥
」
の
異
名
が
あ
る
鶯
に
「
鈴
（
読
経
の
時
に
た

た
い
て
鳴
ら
す
小
鉢
状
の
仏
具
）
を
打
つ
」
こ
と
を
か
け
て
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
同

句
は
『
崑
山
集
』（
慶
安
四
年
〈
一
六
五
一
〉
鶏
冠
井
良
徳
）
に
も
載
る
。
本
作
は
作

者
自
作
か
。
鶯
の
鳴
き
声
は
殊
勝
で
あ
る
、
り
ん
（
輪
、
鈴
）
の
音
だ
か
ら
、
と
い
う

意
味
か
。

（

ウ
・

オ
）

10

11

〇
角
か
づ
ら
―
角
鬘
。
角
前
髪
鬘
の
略
称
。
江
戸
期
に
は
元
服
の
一
〜
二
年
前
、
前
髪

の
き
わ
を
僅
か
に
剃
る
習
慣
が
あ
り
、
こ
れ
を
角
を
入
れ
る
と
称
し
て
、
そ
の
髪
型
を

角
前
髪
と
呼
ん
だ
。
こ
の
髪
型
を
模
し
た
の
が
角
鬘
で
、「
暫
」
や
曽
我
五
郎
の
扮
装

に
こ
れ
を
用
い
た
。
こ
れ
を
蔓
草
の
総
称
で
あ
る
葛
（
蔓
）
に
か
け
た
も
の
。
花
器

つ
る
く
さ

か
ず
ら

は
暫
の
衣
裳
で
あ
る
柿
色
素
袍
や
力
紙
や
侍
烏
帽
子
、
花
は
市
川
家
の
定
紋
で
あ
る
三

升
の
紋
入
り
の
大
太
刀
や
角
鬘
。

〇
蔦
か
づ
ら
―
蔓
草
の
総
称
。
葛
（
蔓
）。

〇
切
幕
―
『
戯
場
訓
蒙
図
彙
』（
式
亭
三
馬
作
・
享
和
三
年
〈
一
八
〇
三
〉
刊
）
に
は
、

揚
幕
と
切
幕
が
併
記
さ
れ
、「
花
道
の
出
入
口
に
懸
る
。
花
色
地
に
白
に
て
座
元
の
定

紋
を
大
紋
に
染
め
出
す
」
と
あ
り
、「
切
幕
」
と
「
揚
幕
」
が
併
用
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。
揚
幕
は
、
能
の
揚
幕
の
変
形
で
あ
り
、
花
道
の
突
き
当
た
り
に
あ
る
幕
で
、

紺
地
に
櫓
紋
も
し
く
は
興
行
会
社
の
紋
を
白
抜
き
で
染
め
た
幕
に
、金
属
の
環
を
つ
け
、

左
右
に
開
閉
す
る
も
の
。
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
に
花
色
地
か
ら
紺
色
に
変
わ
っ
た
、

と
い
う
（『
演
劇
百
科
大
事
典
』）。

〇
び
ん
髭
―
鬢
（
頭
の
左
右
側
面
の
髪
）
と
髭
も
し
く
は
耳
の
わ
き
の
髭
。

〇
一
説
曰
斎
藤
別
当
実
盛
〜
―
『
平
家
物
語
』
巻
七
で
、
石
橋
山
合
戦
で
頼
朝
と
戦
っ

て
平
家
方
に
つ
い
て
い
た
斎
藤
別
当
実
盛
が
、
赤
地
の
錦
の
直
垂
を
着
て
戦
い
、
手
塚

の
太
郎
と
組
ん
で
も
名
乗
ら
ず
に
首
を
取
ら
れ
、
木
曽
義
仲
に
「
い
ま
は
定
め
て
白
髪

に
こ
そ
な
り
ぬ
ら
ん
に
、
び
ん
ぴ
げ
の
黒
い
こ
そ
あ
や
し
け
れ
」
と
不
思
議
が
ら
れ
て
、

洗
わ
せ
て
み
る
と
白
髪
に
な
っ
た
と
い
う
話
か
ら
こ
じ
つ
け
た
。

（

ウ
・

オ
）

11

12

〇
波
の
花
―
①
白
波
を
花
に
喩
え
て
い
う
語
。
②
食
塩
の
女
房
詞
。
こ
こ
で
は
②
の
意

味
。
花
器
は
塩
の
山
、
花
は
青
海
波
模
様
の
担
桶
と
そ
れ
を
前
後
に
か
け
て
担
ぐ
棒
。

た

ご

〇
塩
花
―
①
潮
花
と
も
書
く
。
白
浪
。
潮
が
飛
び
散
る
様
子
。
②
不
浄
を
清
め
る
た
め

に
ふ
り
ま
く
塩
。
③
料
理
屋
な
ど
の
客
商
売
の
家
の
出
入
口
に
、
三
つ
ま
み
並
べ
置
く

塩
。
も
り
し
お
。
こ
こ
で
は
②
の
意
味
。

〇
融
大
臣
―
源
融
。
八
二
二
年
〜
八
九
五
年
。
平
安
初
期
の
、
嵯
峨
天
皇
の
皇
子
。
河

原
左
大
臣
と
称
さ
れ
た
。
左
大
臣
に
ま
で
昇
進
し
た
が
、
藤
原
良
房
・
基
経
ら
の
執
政

下
で
力
を
伸
ば
せ
ず
、
河
原
院
や
嵯
峨
の
山
荘
で
豪
奢
な
生
活
を
送
っ
た
。
特
に
河
原

院
は
、
陸
奥
の
塩
釜
（
宮
城
県
松
島
湾
内
の
塩
釜
の
浦
）
の
景
を
模
し
た
こ
と
で
有
名

で
あ
る
。

○
み
ち
の
く
の
千
賀
の
―
謡
曲
『
融
』
に
、「
陸
奥
の
千
賀
の
塩
竈
」
が
複
数
回
使
わ

れ
て
い
る
。

○
然
ど
も
其
後
は
、
さ
う
ぞ
く
し
て
も
て
あ
そ
ぶ
人
も
な
け
れ
ば
、
貫
之
も
詠
て
、「
君

ま
さ
で
詠
た
へ
に
し
塩
花
〜

」
―
謡
曲
『
融
』
に
、「
し
か
れ
ど
も
そ
の
後
は
相
続

し
て
翫
ぶ
人
も
な
け
れ
ば
、
浦
は
そ
の
ま
ま
干
汐
と
な
つ
て
〜
さ
れ
ば
歌
に
も
、
君
ま

さ
で
、
煙
絶
え
に
し
塩
竃
の
、
う
ら
さ
び
し
く
も
見
え
わ
た
る
か
な
と
、
貫
之
も
詠
め

て
候
」
と
あ
る
。

〇
君
ま
さ
で
詠
た
へ
に
し
塩
花
の

庭
さ
み
し
く
も
見
へ
わ
た
る
な
り
―
『
古
今
和
歌

集
』
巻
第
十
六

哀
傷
歌
に
、
紀
貫
之
の
「
君
ま
さ
で
煙
絶
え
に
し
塩
竈
の

う
ら
さ



192

び
し
く
も
見
え
わ
た
る
か
な
」
が
載
る
。
そ
の
詞
書
き
に
「
河
原
左
大
臣
の
身
ま
か
り

て
の
ち
、
か
の
家
に
ま
か
り
て
あ
り
け
る
に
、
塩
竈
と
い
ふ
所
の
さ
ま
を
つ
く
れ
り
け

る
を
見
て
よ
め
る
」
と
あ
る
。
和
歌
は
貫
之
の
歌
の
も
じ
り
。

（

ウ
・

オ
）

12

13

〇
床
花
―
遊
里
で
、
客
が
そ
の
女
郎
と
馴
染
み
に
な
っ
た
（
三
会
目
）
し
る
し
に
与
え

る
祝
儀
。
寝
床
の
中
で
与
え
る
花
の
意
。
洒
落
本
『
傾
城
買
四
十
八
手
』（
山
東
京
伝

画
作
・
寛
政
二
年
〈
一
七
九
〇
〉
刊
）
の
「
見
ぬ
か
れ
た
手
」
で
、「
部
屋
ざ
し
き
（
大

見
世
の
部
屋
持
ち
女
郎
の
こ
と
か
）」
の
女
郎
が
、
名
代
（
馴
染
み
の
客
が
重
な
っ
て
、

後
の
客
に
は
新
造
を
代
理
で
出
す
）
の
野
暮
な
武
士
客
が
帰
る
と
言
っ
て
拗
ね
る
と
こ

ろ
を
、
冷
静
に
う
ま
く
あ
や
つ
り
つ
つ
「
こ
ち
ら
の
さ
む
ら
い
客
を
ば
、
た
か
を
く
ゝ

つ
て
居
る
ゆ
へ
、
ま
づ
三
会
め
の
客
を
つ
と
め
、
も
は
や
床
花
の
三
両
も
し
め
て
き
た

ゆ
へ
、
大
の
平
気
な
り
。
此
う
ち
を
一
両
は
や
り
手
の
時
が
り
を
か
へ
し
、
二
分
は
小

間
物
屋
の
内
金
に
わ
た
し
、
二
朱
は
か
し
本
や
の
は
ら
ひ
、
一
分
は
あ
ん
ま
の
心
づ
け

と
、
心
の
う
ち
で
は
さ
ん
用
し
な
が
ら
…
」
と
あ
る
。
昼
三
（
大
夫
・
天
神
が
廃
絶
し

た
宝
暦
以
降
は
、
遊
女
の
最
高
位
。
散
茶
女
郎
か
ら
発
生
し
た
も
の
で
、
平
の
揚
げ
代

が
昼
夜
で
三
分
〈
一
両
を
仮
に
十
万
円
と
す
る
と
、
七
．
五
万
円
〉
で
あ
っ
た
た
め
に

生
じ
た
呼
称
）
の
床
花
は
千
疋
、
即
ち
二
両
二
分
と
い
う
の
が
定
例
だ
っ
た
。
花
器
は

煙
草
入
れ
、
花
は
一
両
小
判
が
二
枚
ず
つ
。

（

ウ
・

オ
）

13

14

〇
に
花
―
煮
端
。
煎
じ
た
て
の
味
も
香
り
も
よ
い
頃
合
い
の
お
茶
。
で
ば
な
。
い
れ
ば

な
。
花
器
は
茶
釜
、
花
は
柄
杓
や
茶
碗
。
狂
言
『
通
円
』
で
通
円
が
柄
杓
と
茶
筅
を
右

手
に
、
茶
碗
を
左
手
に
持
っ
て
腰
掛
け
、
宇
治
橋
供
養
の
時
の
話
を
す
る
。
そ
れ
を
取

り
入
れ
た
も
の
か
。

〇
茶
の
こ
―
茶
の
子
。
①
仏
事
の
配
り
物
。
②
茶
う
け
。
茶
を
飲
む
時
に
食
べ
る
菓
子
、

ま
た
は
そ
の
代
用
品
。
こ
こ
で
は
②
の
意
味
。

〇
東
山
よ
し
政
公
―
日
本
で
最
古
の
花
道
書
と
さ
れ
て
い
る
『
仙
伝
抄
』
は
、
奥
書
に

「
頼
政
（
義
政
の
誤
り
と
さ
れ
て
い
る
）」
の
名
が
見
え
、
そ
の
後
半
に
は
「
相
阿
彌

筆

義
政
公
御
成
式
目
一
巻
」
が
付
さ
れ
る
。
な
お
、『
仙
伝
抄
』
に
は
元
和
版
寛
永

版
の
版
本
が
あ
る
。

〇
宇
治
の
通
ゑ
ん
―
茶
人
。
大
慶
庵
と
号
し
、
宇
治
橋
岸
に
住
み
、
茶
を
た
て
て
売
る

を
業
と
し
た
。
宇
治
橋
の
東
詰
め
に
「
通
円
の
茶
屋
」
と
し
て
、
有
名
な
茶
を
売
る
店

が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
そ
の
後
の
こ
と
で
あ
る
。『
都
名
所
図
会
』
宇
治
橋
の
項
に
載

る
。
た
だ
し
、
狂
言
に
は
、
東
山
義
政
公
の
話
に
は
触
れ
ら
れ
な
い
。

（

ウ
・

オ
）

14

15

○
ま
す
花
―
増
花
。
よ
り
愛
す
る
女
。
花
器
は
振
り
袖
、
花
は
簪
や
笄
や
櫛
。

○
栄
よ
う
人
―
栄
耀
人
。
贅
沢
を
し
尽
く
し
た
人
。
金
持
ち
。

○
御
新
草
―
ご
新
造
。
武
家
ま
た
は
富
商
の
妻
の
敬
称
。
中
流
以
上
の
町
家
の
妻
に
も

用
い
た
。
明
和
七
年
（
一
七
七
〇
）
刊
『
蕩
子
筌
枉
解
』
の
中
に
「
江
戸
近
在
の
名
主

に
う
け
だ
さ
れ
今
御
新
ざ
う
と
よ
ば
れ
し
か
も
な
ん
の
ふ
自
由
も
な
く
く
ら
し
け
る
女

郎
」
と
あ
り
、
本
書
の
場
合
も
、
遊
女
が
富
商
に
請
け
出
さ
れ
、
子
供
が
で
き
て
ご
新

造
と
な
っ
た
こ
と
を
表
す
。

（

ウ
・

オ
）

15

16

○
い
き
過
―
行
過
、「
ゆ
き
す
ぎ
」
と
も
。
余
り
に
通
人
ぶ
っ
て
、
か
え
っ
て
通
人
ら

し
さ
を
失
う
こ
と
。
度
を
す
ぎ
た
意
気
。
し
ゃ
れ
す
ぎ
て
、
か
え
っ
て
い
や
み
な
こ
と
。

○
や
に
下
り
―
肘
を
張
り
、
煙
管
の
雁
首
を
高
く
上
げ
吸
い
口
を
低
く
し
て
く
わ
え
る

こ
と
。
転
じ
て
通
人
ぶ
っ
た
態
度
。
ま
た
大
小
の
落
と
し
差
し
の
こ
と
も
い
う
。
花
は

落
と
し
差
し
の
刀
、
や
に
下
り
の
煙
管
、
本
多
頭
、
大
坂
頭
巾
（
竹
田
頭
巾
・
亀
屋
頭

巾
と
も
）、
扇
子
。
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
刊
『
金
々
先
生
栄
花
夢
』（
恋
川
春
町

画
作
）
で
金
々
先
生
が
吉
原
へ
通
う
時
の
様
子
が
、
落
と
し
差
し
、
大
坂
頭
巾
で
、
通

う
も
の
が
あ
る
。
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○
し
つ
た
り
ぶ
り
―
知
っ
た
り
振

り
。
知
っ
た
ふ
り
に
同
じ
。
知
っ

た
風
を
す
る
こ
と
。
安
永
二
年
刊

『
当
世
風
俗
通
』「
中
之
息
子
風
」

に
「
こ
の
風
俗
は
も
つ
て
の
外
の

高
慢
。
…
知
ら
い
で
も
し
つ
た
り

ぶ
り
か
よ
し
」
と
あ
る
。

（

ウ
・

オ
）

16

17

○
見
る
め
か
ぐ
花
―
見
目
嗅
鼻
。

閻
魔
の
庁
に
あ
る
人
頭
ど
う
の
称
。
は
た
ほ
こ
の
上
に
男
女
の
頭
を
載
せ
た
形
の
も
の

に
ん
ず

で
、
男
（
見
目
）
は
凝
視
し
、
女
（
嗅
鼻
）
は
嗅
ぐ
相
を
示
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
亡
者

の
善
悪
を
判
断
す
る
。

○
鉄
札
―
閻
魔
の
庁
で
、
人
間
の
善
悪
を
記
す
鉄
製
の
札
。
花
は
見
目
嗅
鼻
で
、
葉
は

鉄
札
、
筆
。

（

ウ
・

オ
）

17

18

〇
お
花
―
阿
花
独
楽
。
辻
賭
博
に
使
う
六
角
形
の
紋
独
楽
の
こ
と
。『
宝
暦
現
来
集
』

に
「
辻
賭
博
と
て
、
こ
れ
も
寛
政
中
頃
迄
は
、
専
ら
市
中
繁
華
な
る
処
へ
出
て
、
往
来

の
人
勝
負
せ
り
。
田
舎
道
な
ど
は
猶
さ
ら
な
り
。
是
は
な
ご
ま
迚
、
六
角
の
こ
ま
へ
紋

六
つ
書
、
又
紙
へ
同
じ
紋
を
六
つ
書
置
て
、
人
々
好
み
の
紋
へ
銭
四
文
の
せ
置
ば
、
こ

ま
を
巡
し
て
、
上
の
方
へ
出
た
る
紋
へ
十
六
文
遣
け
る
」
と
あ
る
。『
随
筆
辞
典
２
』

（
朝
倉
治
彦
・
昭
和
三
五
年
刊
・
東
京
堂
出
版
）「
独
楽
の
模
様
」
の
項
に
、
お
花
独

楽
の
諸
説
が
載
り
、
お
花
独
楽
は
、
古
く
は
だ
る
ま
や
桃
太
郎
の
絵
を
描
い
た
り
、
花

の
絵
を
描
い
た
り
し
た
が
、
必
ず
女
を
描
き
、
そ
の
所
が
出
る
と
勝
ち
に
な
っ
た
と
い

う
。
ま
た
、
札
は
独
楽
と
同
じ
絵
で
少
し
大
き
く
、
心
棒
は
銀
メ
ッ
キ
、
惣
体
黒
の
上

花
ぬ
り
、
絵
の
部
分
は
絹
地
に
金
箔
を
押
し
た
も
の
、
と
い
う
。

花
器
は
お
花
独
楽
、
葉
は
独
楽
と
同
じ
絵
が
描
か
れ
た
札
、
花
は
銭
。

（

ウ
・

オ
）

18

19

○
む
か
し
陸
奥
国
山
田
と
い
ふ
所
よ
り
出
た
る
―
『
続
日
本
紀
』
巻
第
一
七
聖
武
天
皇

天
平
勝
宝
元
年
（
七
四
九
）
の
記
事
が
文
献
上
の
産
金
の
初
見
と
さ
れ
る
。
聖
武
天
皇

が
東
大
寺
に
御
幸
し
、
陸
奥
国
の
黄
金
産
出
を
仏
の
恵
み
と
慶
賀
し
て
、
こ
の
こ
と
を

仏
前
で
詔
す
る
中
に
「
此
の
大
倭
国
は
天
地
開
闢
け
て
よ
り
以
来
に
、
黄
金
は
人
国
よ

や
ま
と

あ
め
つ
ち
ひ

ら

こ
の
か
た

く
が
ね

ひ
と
く
に

り
献
る
こ
と
は
あ
れ
ど
も
、
斯
の
地
に
は
無
き
物
と
念
へ
る
に
、
聞
こ
し
看
す
食
国

た
て
ま
つ

こ

く
に

お
も
ほ

め

を
す
く
に

の
中
の
東
の
方
陸
奥
国
守
従
五
位
上
百
済
王
敬
福
い
、部
内
の
少
田
郡
に
黄
金

う
ち

ひ
む
か
し

か
た
み
ち
の
お
く

く
だ
ら
の
こ
に
き
し
き
や
う
ふ
く

く
に
の
う
ち

を

だ

く
が
ね

在
り
と
奏
し
て
献
れ
り
。」
と
あ
る
。
一
六
世
紀
初
期
ま
で
は
陸
奥
の
砂
金
地
帯
（
宮

ま
を

た
て
ま
つ

城
県
北
部
か
ら
岩
手
県
南
部
）
が
主
要
な
金
の
産
地
で
あ
っ
た
。
少
田
郡
と
は
小
田
郡

と
も
記
し
、
現
在
の
宮
城
県
遠
田
郡
東
部
に
当
た
る
地
域
。
山
田
は
小
田
の
誤
り
か
。

百
済
王
敬
福
と
は
、
百
済
義
慈
王
の
四
世
の
孫
で
、
郎
虞
の
子
供
。
以
後
常
陸
守
、
出

雲
守
等
を
歴
任
す
る
。

○
す
べ
ら
ぎ
の
御
代
栄
ん
と
〜
―
『
万
葉
集
』
巻
第
一
八
に
大
伴
宿
禰
家
持
の
歌
が

「
陸
奥
国
よ
り
金
を
出
せ
る
詔
書
を
賀
く
歌
一
首
」
の
詞
書
と
と
も
に
「
葦
原
の
瑞
穂

み
ち
の
く

く
が
ね

ほ

あ
し
は
ら

み
づ
ほ

の
国
を

天
降
り
領
ら
し
め
し
け
る
〜
陸
奥
の
小
田
な
る
山
に
黄
金
あ
り
と
〜
海
行
か

し

ば
水
浸
く
屍

山
行
か
ば
草
生
す
屍
〜
」
の
長
歌
の
反
歌
と
し
て
「
天
皇
の
御
代
栄

み

つ

か
ば
ね

む

す
め
ろ
き

え
む
と
東
な
る
陸
奥
山
に
黄
金
花
咲
く
」
と
あ
る
。
花
は
黄
金
の
小
判
。

あ
づ
ま

み
ち
の
く

く
が
ね

（

ウ
・

オ
）

19

20

○
は
つ
の
花
―
初
花
。
年
頃
に
な
り
か
け
た
少
女
の
形
容
。
ま
た
初
潮
の
意
味
も
あ
る
。

○
一
名
花
よ
め
と
い
ふ
―
「
花
」
が
花
嫁
の
略
称
で
あ
る
場
合
も
あ
る
。
新
婚
の
花
嫁

の
意
味
か
。
花
器
は
耳
盥
（
鉄
漿
付
け
に
用
い
る
）
と
そ
の
上
に
鉄
漿
壺
や
ふ
し
の
粉

を
載
せ
る
台
、
花
は
鉄
漿
付
け
用
の
は
ね
よ
う
じ
も
し
く
は
お
は
ぐ
ろ
筆
の
房
楊
枝
と

簪
。

○
清
如
春
柳
含
初
月

艶
似
桃
花
帯
暁
烟
―
出
典
未
詳
。
た
だ
し
平
賀
源
内
作
『
根
南
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志
具
佐
』
一
之
巻
（
宝
暦
一
三
年
刊
・
一
七
六
三
）
に
、
二
代
目
瀬
川
菊
之
丞
の
美
貌

を
形
容
す
る
語
と
し
て
使
用
さ
れ
て
お
り
、「
き
よ
き
こ
と
は
し
ゆ
ん
り
う
の
し
よ
げ

つ
を
ふ
く
む
が
ご
と
く
、
ゑ
ん
な
る
こ
と
は
と
う
く
わ
の
ぎ
や
う
ゑ
ん
を
お
ぶ
る
に
に

た
り
」
の
読
み
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
本
書
よ
り
後
の
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
刊

洒
落
本
『
鯉
池
全
盛
噺
』
に
は
「
其
の
清
き
事
は
春

柳

含

初

月
艶
な
る
事
は

し
ゆ
ん
り
う
の
し
よ
け
つ
を
ふ
く
み

桃

花

帯

暁

烟
」
と
あ
り
、
こ
れ
も
本
書
の
読
み
方
と
異
な
っ
て
い
る
。

と
ふ
く
わ
の
き
や
う
ゑ
ん
を
お
ひ
た
る
に
に
た
り

（

ウ
・

オ
）

20

21

○
湯
の
花
―
鉱
泉
中
の
成
分
の
一
部
が
沈
殿
し
て
取
り
出
さ
れ
た
物
。
花
器
は
岩
、
花

は
吹
き
出
す
温
泉
。

○
実
は
壱
廻
り
過
て
な
る
―
湯
の
花
の
沈
殿
物
が
、
あ
る
程
度
の
時
間
を
経
て
で
き
る

こ
と
を
い
う
か
。

○
本
草
綱
目
に
出
た
り
―
『
本
草
綱
目
』
巻
五
「
温
湯
」
の
「
主
治
」
に
「
緒
風
筋
骨

攣
縮
及
肌
皮
頑
痺
手
足
〜
」
と
あ
り
、
温
泉
が
様
々
な
病
に
効
能
の
あ
る
こ
と
は
記
さ

れ
て
い
る
が
、「
湯
の
花
」
に
関
す
る
記
述
は
見
い
だ
せ
な
い
。

（

ウ
・

オ
）

21

22

○
上
方
の
花
は
橋
づ
め
に
咲
―
雁
金
五
人
男
も
の
の
決
定
版
で
あ
る
竹
田
出
雲
作
『
男

作
五
雁
金
』（
寛
保
二
年
・
一
七
四
二
・
大
坂
竹
本
座
初
演
）
の
「
安
治
川
芝
居
足
揃

あ
ぢ
か
は

の
段
」
で
、
武
士
角
左
衛
門
の
額
に
傷
を
つ
け
た
雁
金
文
七
ら
男
達
一
行
を
、
角
左
衛

門
は
安
治
川
橋
で
待
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
一
行
と
喧
嘩
に
な
り
、
だ
ま
し
討
ち
に
さ
れ
、

文
七
ら
は
角
左
衛
門
の
死
骸
を
川
に
投
げ
込
む
、
と
い
う
場
が
あ
る
。
花
は
結
び
雁
金

（
雁
金
文
七
）、「
安
」
の
字
（
庵
平
兵
衛
）、
唐
団
扇
と
包
み
（
布
袋
市
右
衛
門
）、

千
の
上
を
槌
形
の
極
印
二
個
が
交
叉
（
極
印
千
右
衛
門
）、
太
鼓
と
撥
（
雷
庄
九
郎
）

の
そ
れ
ぞ
れ
の
紋
と
尺
八
、
一
本
差
し
の
刀
、
ま
た
、
頭
巾
と
下
駄
は
主
に
上
方
で
上

演
さ
れ
た
黒
船
忠
右
衛
門
も
の
が
有
名
で
あ
り
、
忠
右
衛
門
を
当
た
り
役
と
し
た
姉
川

新
四
郎
に
因
み
、
姉
川
頭
巾
と
呼
ば
れ
る
。

○
あ
た
ま
が
ち
に
し
つ
腰
な
し
―
最
初
は
威
圧
的
だ
が
、
尻
腰
が
無
い
（
意
気
地
が
な

い
、
だ
ら
し
が
な
い
）。

（

ウ
・

オ
）

22

23

○
六
月
祭
礼
―
江
戸
で
は
都
市
特
有
の
夏
祭
に
特
色
が
あ
り
、
六
月
に
は
山
王
権
現
祭

礼
、
赤
坂
氷
川
神
社
祭
礼
、
神
田
明
神
天
王
祭
、
佃
島
の
住
吉
神
社
祭
礼
な
ど
が
集
中

し
て
い
た
。
祭
礼
の
時
に
は
神
輿
渡
御
の
先
導
に
立
つ
猿
田
彦
神
は
、
鼻
高
の
赤
面
を

つ
け
て
矛
を
持
ち
、
金
襴
の
緋
の
鳥
兜
を
被
る
。
花
は
猿
田
彦
の
面
、
矛
、
鳥
兜
。

○
そ
れ
ま
く
〳
〵
―
祭
礼
で
饅
頭
な
ど
を
蒔
い
た
か
。

（

ウ
・

オ
）

23

24

○
縁
花
―
縁
端
。
縁
側
の
は
し
。
縁
先
。
花
器
は
煙
草
盆
、
花
は
煙
管
や
煙
草
入
れ
。

え
ん
ば
な

夕
方
、
縁
側
で
煙
草
を
吸
い
な
が
ら
一
休
み
し
て
油
を
売
る
こ
と
を
表
す
。

○
名
主
月
行
事
、
是
を
い
ま
し
む
る
―
町
名
主
は
・
上
級
町
役
人
で
あ
り
、
火
の
元
の

取
り
締
ま
り
も
行
っ
た
。
ま
た
五
人
組
組
員
の
中
か
ら
毎
月
交
代
で
町
用
・
公
用
を
務

め
た
月
行
事
に
も
、
喧
嘩
口
論
の
仲
裁
や
火
の
番
・
夜
回
り
（
冬
か
ら
春
）
の
職
務
が

あ
っ
た
。
故
に
往
来
の
者
が
み
だ
り
に
縁
端
に
集
ま
り
、
煙
草
を
吸
っ
て
お
し
ゃ
べ
り

を
す
る
こ
と
を
嫌
が
っ
た
、
と
い
う
こ
と
か
。

（

ウ
・

オ
）

24

25

○
外
花
―
外
科
。『
人
倫
訓
蒙
図
彙
』（
元
禄
三
年
刊
・
一
六
九
〇
）
に
、「【
外
科
】

外
相
に
出
る
腫
物
を
療
す
る
ゆ
へ
に
外
科
と
号
す
…
」
と
あ
り
、
更
に
「【
金
瘡
】
手

負
其
外
一
切
の
疵
最
詮
要
の
法
な
り
。
此
人
躰
大
気
に
し
て
物
に
動
せ
ざ
る
を
よ
し
と

す
。
小
気
に
し
て
臆
し
た
る
は
本
人
よ
り
さ
き
に
散
乱
す
。
是
金
瘡
の
下
品
也
」
と
別

記
さ
れ
て
い
る
。
花
は
鋏
や
剃
刀
。

（

ウ
・

オ
）

25

26

○
む
か
し
南
越
国
よ
り
渡
る
―
享
保
一
三
年
（
一
七
二
八
）
に
長
崎
渡
来
し
一
四
年
五

月
に
江
戸
に
到
着
（『
武
江
年
表
』）
し
た
広
南
の
象
の
こ
と
。
南
越
と
は
中
国
古
代

か
ん
な
ん



195

の
国
名
で
、
広
東
、
広
西
、
ベ
ト
ナ
ム
北
部
を
領
域
と
し
た
も
の
。
こ
の
時
の
象
に
つ

い
て
は
、「
象
の
貢
の
物
語
」（
武
藤
純
子
、『
武
道
』
六
月
号
所
収
、
平
成
元
年
・
一

九
八
九
・
刊
）、『
象
の
旅

長
崎
か
ら
江
戸
へ
』（
石
坂
昌
三
、
平
成
四
年
・
一
九
九

二
・
刊
、
新
潮
社
）
が
詳
し
い
が
、
そ
の
他
に
も
「
蔵
書
印
の
ゾ
ウ
」（
丹
羽
み
さ
と
、

『
環
境
と
い
う
視
座

ア
ジ
ア
遊
学143

』

平
成
二
三
年
七
月
）

が
あ
る
。
広
南
か
ら

吉
宗
に
贈
ら
れ
た
象

は
、
牡
牝
二
匹
が
長

崎
に
上
陸
し
た
が
牡

の
み
が
生
き
残
り
、

江
戸
ま
で
の
街
道
を
、

途
中
京
都
御
所
で
従

四
位
広
南
白
象
と
い

う
官
位
を
授
か
り
つ

つ
も
、
踏
破
し
た
。

○
今
に
糀
町
に
お
ゐ

て
三
ン
年
に
一
度
―

山
王
祭
で
麹
町
か
ら

大
象
の
作
り
物
を
出

す
こ
と
を
い
う
。『
東

都
歳
時
記
』（
天
保
九

年
刊
・
一
八
三
八
・

斎
藤
月
岑
）
に
、「
麹

町
よ
り
朝
鮮
人
来
朝
の
ね
り
も
の
に
て
、
大
な
る
象
の
造
り
も
の
を
出
し
け
る
事
世
に

名
高
し
。
今
は
年
々
に
出
さ
ず
し
て
付
祭
の
番
に
当
た
り
し
時
こ
れ
を
出
す
。」
と
あ

る
。
ま
た
、
こ
れ
は
ぬ
い
ぐ
る
み
で
作
ら
れ
た
象
で
、
麹
町
三
丁
目
に
あ
っ
た
伊
豆
蔵

呉
服
店
で
仕
立
て
た
と
思
わ
れ
、
川
柳
「
い
づ
く
ら
の
鼠
木
綿
は
象
に
な
り
」（
柳
樽

拾
遺
）
が
あ
る
。『
浮
世
絵
芸
術
』
一
二
七
号
（
平
成
一
〇
年
刊
、
一
九
九
八
）
裏
表

紙
に
歌
川
重
宣
画
の
「
江
戸
名
所

山
王
ま
つ
り
」
が
載
り
、
麹
町
の
作
り
物
で
あ
る

布
製
の
象
が
近
景
に
描
か
れ
、
そ
の
解
説
（
武
藤
純
子
）
も
あ
る
。

○
実
も
ま
ん
ぢ
う
と
な
る
―
象
が
ま
ん
じ
ゅ
う
を
餌
の
ひ
と
つ
と
し
て
食
し
て
い
た
こ

と
は
、『
象
の
旅
』（
石
坂
昌
三
、
新
潮
社
、
平
成
四
年
刊
・
一
九
九
二
）
に
も
書
か

れ
、
ま
た
摂
津
国
莵
原
郡
深
江
村
の
大
庄
屋
吉
兵
衛
文
書
に
「
一
ま
ん
ち
う
は
麦
ま
ん

ち
う

あ
ん
な
し
七
八
十
、
但
内
二
三
十
は
あ
ん
入
」（『
古
文
書
通
信
』
第
一
九
号
、

一
九
九
三
年
一
一
月
「
享
保
の
象
行
列
」
今
林
澄
子
）
と
あ
る
。
花
は
象
の
顔
や
耳
。

木
は
象
を
引
き
回
す
際
に
使
用
し
た
鳶
口
。

（

ウ
・

オ
）

26

27

○
気
林
―
気
は
や
し
。
気
晴
ら
し
。
花
は
盃
、
柄
杓
。

○
あ
い
―
間
。
相
、
会
、
合
と
も
書
く
。
他
の
者
同
士
が
盃
の
や
り
と
り
を
し
て
い
る

間
に
入
っ
て
、
盃
を
受
け
る
こ
と
。

○
お
さ
へ
―
押
。
盃
を
差
さ
れ
た
時
、
お
し
と
め
て
も
う
一
度
飲
ま
せ
る
こ
と
。
ま
た

押
し
止
め
ら
れ
て
も
う
一
度
飲
ん
だ
盃
。『
郭
中
奇
譚
』（
明
和
八
年
刊
か
・
一
七
七

一
）
に
「
客

ソ
レ
半
七
お
さ
へ
の
だ

茶
屋
亭
主
半
七

わ
た
く
し
も
二
日
ゑ
ひ
で

ご
ざ
り
ま
す
、
モ
シ
花
紫
様
さ
し
あ
げ
ま
せ
う

女
郎

ナ
ニ
の
み
も
し
な
ん
し
ん
も

の
、
ソ
ン
ナ
盃
は
い
や

茶
屋
半
七

藤
介
殿
チ
ョ
ッ
ト
お
あ
い
」
と
あ
る
。

○
佐
々
呑
尊
〜
八
ま
た
の
大
蛇
―
『
古
事
記
』
上
巻
及
び
『
日
本
書
紀
』
神
代
上
に
、

須
佐
之
男
命
（
素
戔
嗚
尊
）
が
八
俣
（
八
岐
）
の
大
蛇
を
八
塩
折
（
八
醸
）
の
酒
（
何

や
し
ほ
を
り

度
も
醸
造
し
た
強
い
酒
）
で
酔
わ
せ
て
十
拳
剣
（
十
握
剣
）
で
斬
り
殺
し
、
草
薙
の
剣

と
つ
か
つ
る
ぎ
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を
得
て
櫛
名
田
比
売
（
奇
稲
田
姫
）
と
婚
姻
す
る
件
が
あ
る
。
佐
々
呑
尊
は
須
佐
之
男

命
の
地
口
。

五
、
考
察

見
立
絵
本
で
あ
る
本
書
の
内
容
か
ら
判
断
す
る
と
、
作
者
「
酒
楽
斎
」
は
狂
歌
に
関

係
し
た
人
物
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
狂
歌
師
人
名
録
『
狂
歌
知
足
振
』（
天
明
三
年

き
や
う
か
し
つ
た
り
ぶ
り

刊
・
一
七
八
三
）
に
載
る
狂
歌
師
の
中
で
「
酒
楽
斎
」
を
名
乗
る
人
物
は
記
載
さ
れ
て

い
な
い
。
ま
た
同
年
刊
行
『
狂
歌
師
細
見
』
に
も
「
酒
楽
斎
」
は
見
い
だ
せ
な
い
。

昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
七
月
発
行
の
雑
誌
『
本
道
楽
』
第
三
巻
三
号
所
収
の
「
嗚

呼
奇
々
蘿
金
鶏
」
の
中
で
、
野
崎
左
文
は
「
よ
し
の
屋
酒
楽
」
は
天
明
年
間
の
二
、
三

の
狂
歌
集
に
載
る
酒
楽
斎
瀧
麿
と
推
測
さ
れ
、
赤
良
、
橘
洲
、
菅
江
等
と
交
わ
っ
た
ら

し
い
形
跡
が
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
ま
た
宿
屋
飯
盛
の
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
の

紀
行
『
草
ま
く
ら
』
に
、「
爰
に
酒
楽
と
い
へ
る
者
は
た
と
せ
ば
か
り
昔
大
江
戸
に
来

り
て
や
つ
が
れ
が
許
へ
も
訪
ひ
来
り
け
れ
ば
」
と
あ
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
、
そ
の
言
葉

の
通
り
と
す
る
と
、
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
に
酒
楽
は
石
川
雅
望
の
許
を
訪
ね
た
こ

と
に
な
る
。
酒
楽
斎
瀧
麿
が
本
書
の
作
者
で
あ
る
な
ら
ば
、
宿
屋
飯
盛
こ
と
石
川
雅
望

と
知
り
合
う
以
前
に
本
書
序
文
は
記
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
刊
行
さ
れ
た
の
も
飯
盛
と
知

り
合
う
以
前
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。

『
狂
歌
人
名
辞
書
』（
狩
野
快
庵
編
・
昭
和
三
年
刊
・
文
行
堂
）
に
は
、

瀧
麿

酒
楽
斎
瀧
麿
、
又
吉
野
庵
酒
楽
と
も
号
す
、
通
称
吉
野
七
兵
衛
、
駿
河
新

通
七
丁
目
に
住
す
、

安
永
九
年
「
二
丁
町
細
見
」
を
作
る
、
狂
歌
は
四
方
赤
良
門

人
、
寛
政
十
年
没
す
。

と
あ
る
。『
狂
歌
大
観

索
引
篇
』（
狂
歌
大
観
刊
行
会
・
昭
和
六
〇
年
刊
・
明
治
書

院
）
に
は
、「
酒
楽
」
で
該
当
す
る
の
は
寛
文
九
年
（
一
六
六
九
）
跋
の
狂
歌
絵
本
『
狂

遊
集
』
所
収
の
も
の
の
み
で
あ
り
、
年
代
か
ら
見
て
も
同
一
人
物
で
あ
る
可
能
性
は
低

い
。『
天
明
五
大
狂
歌
集
総
句
索
引
』（
宇
田
敏
彦
・
平
成
八
年
刊
・
若
草
書
房
）
作

者
別
索
引
に
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
『
万
載
狂
歌
集
』・『
狂
歌
若
葉
集
』・

『
徳
和
歌
後
万
載
集
』・『
狂
言
鶯
蛙
集
』・『
狂
歌
才
蔵
集
』
に
は
酒
楽
斎
瀧
麿
の
狂

歌
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

『
石
川
雅
望
研
究
』（
粕
谷
宏
紀
・
昭
和
六
〇
年
・
一
九
八
五
・
刊
・
角
川
書
店
）

天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
の
事
項
に
、
喜
多
川
歌
麿
画
の
大
判
三
枚
続
き
浮
世
絵
「
三

保
の
松
原
道
中
」
に
宿
屋
飯
盛
（
石
川
雅
望
）
の
狂
歌
が
載
る
が
、
こ
の
絵
は
酒
楽
斎

夫
婦
が
駿
府
と
江
戸
を
行
き
来
す
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
加
え
て
こ
の
絵
が
載
る
『
原
色
浮
世
絵
大
百
科
事
典
』
第
七
巻
（
昭
和
五
五
年
・

一
九
八
〇
・
刊
・
大
修
館
）
に
、
駿
河
二
丁
町
に
住
む
酒
楽
斎
瀧
麿
が
、
四
方
赤
良
門

に
入
っ
た
こ
と
を
記
念
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
、と
の
解
説
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

付
け
加
え
る
と
『
原
色
浮
世
絵
大
百
科
事
典
』
解
説
に
は
、
こ
の
絵
が
蔦
屋
重
三
郎
板

で
あ
り
、「
歌
麿
・
蔦
重
・
狂
歌
師
達
の
関
係
が
如
実
に
理
解
で
き
る
好
例
」
と
さ
れ

て
い
る
。
歌
麿
も
蔦
重
も
、
そ
れ
ぞ
れ
「
筆
の
綾
丸
」「
蔦
の
唐
丸
」
の
名
を
持
つ
狂

歌
師
で
も
あ
っ
た
。
な
お
、
こ
の
絵
に
書
か
れ
て
い
る
狂
歌
等
を
翻
刻
す
る
。

天
の
は
こ
ろ
も
い
く
か
へ
り

す
る
か
の
く
に
ゝ
す
み
さ
け
を

楽
と
か
い
へ
る

や
と
り
の
あ
る
し

瀧
麿
ぬ
し
を
こ
と
ふ
き
て

「
羽
衣
の
酒
を
た
の
し
む

さ
れ

哥
は

あ
づ
ま
あ
そ
ひ
の
す
る
か
ま
ひ
か
も
」

四
方
赤
良

珠
流
河
二
丁
町

酒
楽
斎
の
あ
る
し

わ
か
大
人
の
門
に
入
て
た
は
れ
哥
よ
め
る
と
き
ゝ
て
文
の
た
よ

り
に
つ
か
は
し
け
る

「
た
は
れ
哥

こ
れ
も
な
か
〳
〵
気
の
く
す
り

も
と
め
に

の
ぼ
れ

蓬
莱
の
や
ま
」

つ
ふ
り
光

「
た
は
れ
う
た

す
る
か
さ
い
く
の
た
け

高
く

さ
て
も
あ
み
た
り

よ
く
つ
ゝ
り
た
り
」
宿
屋
飯
盛

更
に
『
石
川
雅
望
研
究
』
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
春
の
事
項
に
、
雅
望
が
多
色
刷

り
狂
歌
絵
本
『
画
本
虫
撰
』（
蔦
屋
重
三
郎
板
）
を
編
纂
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
そ
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の
中
の
蛍
の
狂
歌
を
酒
楽
斎
が
担
当
し
、「
佐
保
川
の
水
も
汲
ま
す
身
は
蛍

中
よ
し

の
は
の
く
さ
れ
ゑ
ん
と
て
」
が
載
る
。
延
宝
三
年
（
一
六
七
五
）
序
、
太
田
叙
親
、
村

井
道
弘
編
『
南
都
名
所
集
』
に
は
、「
佐
保
川
の
蛍
は
、
八
景
第
四
な
り
」
と
あ
り
、

佐
保
川
の
蛍
が
南
都
八
景
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
西
三
条
権
中
納

言
公
時
の
「
晩
来
千
点
流
蛍
乱
」
と
い
う
一
節
の
あ
る
漢
詩
や
、
前
内
大
臣
公
忠
の
和

歌
「
飛
ほ
た
る

か
げ
を
う
つ
し
て

さ
ほ
川
の

浅
瀬
に
ふ
か
き
心
を
ぞ
し
る
」
が

載
る
。
蛍
で
有
名
な
佐
保
川
が
、
吉
野
か
ら
流
れ
て
く
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
自
分
の
名

前
を
も
詠
み
込
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。

『
石
川
雅
望
研
究
』
に
は
、
石
川
雅
望
著
の
紀
行
文
『
草
ま
く
ら
』
文
化
元
年
（
一

八
〇
四
）
四
月
一
四
日
の
条
に
、
駿
府
に
着
い
た
雅
望
が
酒
楽
斎
に
会
お
う
と
し
た
が
、

既
に
寛
政
一
〇
年
（
一
七
九
八
）
に
没
し
て
い
た
と
い
う
記
述
が
載
り
、
そ
の
注
に
、

雅
望
が
『
六
樹
園
狂
歌
』
の
中
で
瀧
麿
に
つ
い
て
詠
ず
る
歌
を
詠
ん
で
い
る
こ
と
、
山

東
京
伝
画
作
の
黄
表
紙
『
富
士
人
穴
見
物
』（
天
明
八
年
刊
）
に
、
仁
田
四
郎
を
人
穴

に
案
内
す
る
駿
河
町
で
名
高
い
「
酒
楽
」
と
し
て
登
場
す
る
こ
と
、
北
尾
政
美
画
・
山

東
京
伝
作
の
黄
表
紙
『〔
吉
野
屋
酒
楽
〕』（
天
明
八
年
刊
）
は
、
酒
楽
斎
瀧
麿
を
主
人

公
と
す
る
こ
と
、
喜
多
川
歌
麿
画
・
山
東
京
伝
作
の
黄
表
紙
『
嗚
呼
奇
々
蘿
金
鶏
』（
寛

政
元
年
刊
・
一
七
八
九
）
に
、
金
鶏
が
京
都
か
ら
江
戸
へ
下
る
途
中
で
駿
河
二
丁
町
の

吉
野
屋
酒
楽
の
許
に
身
を
寄
せ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
酒
楽
は
駿
府

の
娼
家
の
主
人
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
加
え
て
酒
楽
斎
瀧
麿
に
、
見
立
絵
本

『
噺
始
小
通
形
』（
寛
政
初
期
）
の
作
が
あ
る
こ
と
を
も
指
摘
し
て
い
る
。

は
な
し
ぞ
め
こ
つ
け
い

『
喜
多
川
歌
麿
展

解
説
編
』（
平
成
七
年
刊
・
一
九
九
五
、
浅
野
秀
剛
、
テ
ィ
モ

シ
ー
・
ク
ラ
ー
ク
、
千
葉
市
美
術
館
・
大
英
博
物
館
）
の
浅
野
氏
解
説
に
よ
る
と
、『
絵

本
吾
妻
遊
』（
寛
政
二
年
初
春
序
刊
、
蔦
屋
重
三
郎
板
）
と
『
絵
本
駿
河
舞
』（
寛
政

二
年
初
春
序
刊
、
蔦
屋
重
三
郎
板
）
は
前
編
と
後
編
の
関
係
に
あ
り
、
ど
ち
ら
も
江
戸

名
所
を
描
い
て
狂
歌
を
配
し
た
内
容
で
、
序
文
を
書
く
奇
々
羅
金
鶏
が
撰
者
兼
ス
ポ
ン

サ
ー
で
あ
る
入
銀
物
と
思
わ
れ
る
作
品
で
あ
る
が
、
ど
ち
ら
に
も
一
首
ず
つ
酒
楽
斎
の

狂
歌
が
載
る
。
前
書
で
は
吉
原
、
後
書
で
は
芝
居
二
丁
町
で
あ
る
。
更
に
浅
野
氏
は
「
天

明
期
の
歌
麿
」（『
国
華
』
一
二
二
九
号
所
収
、
平
成
一
〇
年
・
一
九
九
八
・
三
月
刊
）

で
、
酒
楽
斎
は
駿
府
の
遊
郭
二
丁
町
に
住
み
、
酒
類
の
販
売
を
業
と
し
て
い
た
人
物
で

あ
る
と
さ
れ
、
黄
表
紙
『〔
吉
野
屋
酒
楽
〕』
に
酒
楽
が
自
分
の
姿
を
一
枚
絵
や
団
扇

絵
に
し
て
売
り
出
し
た
こ
と
が
出
て
く
る
が
、
実
際
に
名
古
屋
テ
レ
ビ
放
送
蔵
の
団
扇

絵
で
、
酒
楽
斎
が
贔
屓
に
し
て
い
た
歌
舞
伎
役
者
の
二
代
目
市
川
門
之
助
似
顔
で
描
か

れ
た
酒
楽
斎
が
店
の
前
で
煙
草
を
吸
っ
て
い
る
図
（
勝
川
春
好
画
）
を
紹
介
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
見
立
絵
本
『
噺
始
小
通
形
』
は
、
序
文
に
「
小
紋
新
法
に
曰

京
橋
の

先
生
は
天
文
を
見
て
小
紋
を
案
し

三
篇
を
作
て
誉
を
天
下
に
顕
す
」
と
あ
り
、
山
東

京
伝
画
作
の
『
小
紋
裁
』（
天
明
四
年
刊
・
一
七
八
四
）、『
小
紋
新
法
』（
天
明
六
年

刊
・
一
七
八
六
）、『
小
紋
雅
話
』（『
小
紋
裁
』
の
増
補
改
題
、
寛
政
二
年
刊
・
一
七

〇
〇
）
に
影
響
さ
れ
て
の
刊
行
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
見
立
て
小
紋
に
は
、
本
書
と
共

通
す
る
内
容
が
数
多
く
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
本
書
は
「
酒
中
花
」
に
始
ま
り
「
酒
の
花
」

で
終
わ
る
が
、『
噺
始
小
通
形
』
で
も
酒
を
題
材
と
し
た
「
く
だ
を
ま
き
ゝ
れ
」「
酒

や
の
か
り
」
が
あ
り
、
本
書
「
波
の
花
」
と
共
通
す
る
「
し
ほ
か
ま
の
け
い
」
が
あ
る

な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、
本
書
の
作
者
は
酒
楽
斎
瀧
麿
と
推
定
さ
れ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
序
を
持
つ
本
書
の
作
者
酒
楽
斎
瀧
麿

は
、
天
明
四
、
五
年
（
一
七
八
四
、
八
五
）
頃
か
ら
宿
屋
飯
盛
と
懇
意
に
な
り
、
天
明

七
年
（
一
七
八
七
）
頃
に
四
方
赤
良
門
に
入
り
、
同
八
年
に
一
枚
絵
や
狂
歌
絵
本
な
ど

で
売
り
出
し
、
寛
政
初
年
（
一
七
九
〇
〜
九
五
）
に
再
び
見
立
絵
本
を
作
成
し
た
、
駿

河
在
の
狂
歌
師
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
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本
稿
を
成
す
に
あ
た
り
、
国
文
学
研
究
資
料
館
公
募
共
同
研
究
「
近
世
風
俗
文
化
学

の
形
成
―
忍
頂
寺
務
草
稿
お
よ
び
旧
蔵
書
と
そ
の
周
辺
―
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
係
者
各

位
、
同
じ
く
特
定
研
究
「
近
世
的
表
現
様
式
と
知
の
越
境
―
文
学
・
芸
能
・
絵
画
に
よ

る
総
合
研
究
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
係
者
各
位
に
は
、
多
く
の
ご
教
示
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
川
口
元
氏
、
後
藤
憲
二
氏
に
は
、
多
大
な
る
ご
芳
情
と
ご
教
示
を
賜
り
ま
し

た
。
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

図
版
の
掲
載
に
つ
き
ま
し
て
ご
許
可
下
さ
い
ま
し
た
大
阪
大
学
付
属
図
書
館
に
、
心

よ
り
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。


